
うち当該年度の森林
環境譲与税
（千円）

うち基金取崩額
（千円）

うち他の財源
（千円）

森林経営管理制
度の推進

新たな森林管理
システム推進業
務委託

1,687 1,687 0 0
市町村の行う新たな森林管理シス
テム推進のため島根県が設置する
支援組織に対する事務委託

・県が設定した循環型林業拠点団地122haの
　うち、林業専用道の入口付近となる見込み
　の箇所31haにおいて意向調査の実施を検討
・次項の境界測量の箇所と同一のため、境界
　測量の実施後に意向調査を実施することと
　し、R4年度中の意向調査は未実施

森林経営管理制
度の推進

森林経営管理集
積化境界測量業
務委託

1,350 1,350 0 0
森林経営管理法に基づく森林集積
化の推進のため、候補地の境界測
量等を委託

・境界不明の森林31.0haの境界測量を実施

林業事業体への
補助事業

森林環境整備事
総合対策事業補
助金

12,546 12,546 0 0
事業体の行う、省力化・低コスト
化に向けた機械等の導入、林内作
業道等の整備への補助

・林業機械等リース 5台
・既設作業道修繕 8箇所
・原木搬出作業道開設 3箇所：計1,894ｍ
・作業土場整備 4箇所：計4,614㎡
・新植補助 6箇所：計3.33ha
・原木生産促進
　　伐採面積10.3ha、原木搬出量3,690㎥

公有林整備 市行造林事業 217 217 0 0
市行造林地の保育（下刈り）の実
施

・保育面積6.51ha

公有林整備
早生樹モデル団
地事業 3,339 3,339 0 0

市有林天然林を活用して、早生樹
（ｺｳﾖｳｻﾞﾝ）の植栽を行い、モデ
ル団地を形成（伐採、植栽、下刈
り）

・伐採面積6.1ha
・植栽面積7.35ha
・保育面積10.0ha

森林整備の推進
森林整備に関す
る学術・技術指
導

3,900 3,900 0 0
大学教員による指導により、長期
的な森林環境整備の方向性の検討
や、私有林の整備方針を策定

・市内全域の森林ゾーニングの適正化を検討
・森林組合が管理する私有林20haの施業計画
　を検討
・大学教員による学術指導延べ195時間

製材所への補助
事業

木材産業活性化
緊急支援事業 10,513 10,513 0 0

市内製材所による設備投資に対す
る補助（補助率2/3、限度額200万
円）

・申請事業所 7社
・設備投資総額16,570千円

市産材の利用促
進

市産木材利用促
進補助金 1,818 1,818 0 0

市産木材の利用促進を図るため、
市産木材を利用した住宅の新築、
増改築、修繕、リフォームに対し
て補助

・新築 6件
・増改築 1件
・リフォーム 1件　計8件
・使用市産材材積合計 61.8㎥

35,370 35,370 0 0

令和４年度　森林環境譲与税に関する使途について（島根県安来市）

事業総額（千円）

合　　計

事業区分 事業名 事業内容 実　績 税導入の効果

○森林環境譲与税の活用により
　境界未確認の林地31.0haの境
　界確認を行い、当該地での集
　積計画策定を検討した。令和
　4年度中の意向調査実施はで
　きなかったが、森林資源の豊
　富な循環型林業拠点団地での
　原木生産に向けて前進するこ
　とができた。

○主伐、間伐の推進のため、既
　設作業道の修繕や作業土場整
　備を支援する森林環境譲与税
　を財源とした補助制度により
　新たに３箇所の山林で主伐と
　植栽が実施されるなど、市内
　の森林整備活動が本格化し
　た。また、新植に対する補助
　制度を新設し、主伐後の再造
　林を促進した。

〇長期的な森林整備の方向性を
　探ることを目的に、島根大学
　による学術・技術指導を受
　け、森林ゾーニングの適正化
　や、私有林の針広混交林化に
　向けた具体的な検討を進める
　ことができた。

〇市産木材利用促進補助金を交
　付することにより、住宅への
　市産材利用を図るとともに、
　市内製材所への補助により設
　備投資を促し、木材産業の活
　性化を図った。


